
 

厚生労働科学研究費補助金（障害者対策総合研究事業） 

分 担 研 究 報 告 書 

 
将来的な社会参加の実現に向けた補装具費支給のための研究 

―神奈川リハビリテーション病院における高機能補装具（義足）に関する実態調査― 

 

研究分担者 横山 修  所属 神奈川県総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 神奈川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院  

診療部ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 

研究協力者 丸田 耕平 所属 神奈川県総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 神奈川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院  

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ工学科 

研究協力者 尾崎 雄飛 所属 神奈川県総合ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ 神奈川ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ病院  

ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ工学科 

 

 

A．研究目的 

大腿義足膝継手の選択基準は、本人の身体状況（筋

力、全身状態、健側の筋力）や断端の状態（断端長、

筋力、可動域）、費用面、生活環境などにより総合

的に判断するが、明確な基準は定まっていない。そ

の中でも電子制御膝は確実な膝折れ防止機能と、遊

脚相の制御により、殆どの大腿義足ユーザーに有効

であると思われるが、その機能を発揮しているかの

判断は難しい。そのため実際の日常生活と、仕事で

の使用状況を確認し、電子制御膝継手の機能を使い

こなしているか否かを確認するために調査が必要で

ある。 

大腿義足において、通常の屋内の平地歩行と屋外の

坂道や階段などの歩行では、屋外の歩行の方が難易

度が高い。また、屋内では安定した歩行が可能でも、

屋外の不整地、階段や坂道では、膝継ぎ手の随意制

御が困難で不安定な歩行になりやすい。さらに職業

によって義足の使用状況は様々である。デスクワー

クで屋内の歩行中心であれば、膝折れは起こりにく

いが、屋外での作業を伴う場面の使用ではリスクが

高くなる。 

そこで、実際に不安定な屋外で電子制御膝継手を

使用しているユーザーの、日常生活と仕事での使用

状況について調査を行った。 

 

Ｂ．研究方法 

大腿義足で電子制御膝継手を使用している 1 名に

対して、実際の職場や生活場面での使用状況の調査
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を行い、その効果について、最初に訓練用仮義足と

して使用していた、非電子制御膝継手と比較し検証

を行った。 

 

対象者：男性、４３歳 外傷による右大腿切断。  

職業 建築業（自営）主に建築資材などの運搬を行

う。 

 

経過： 

２０ⅩＸ年   交通外傷による右大腿切断 

２０ⅩＸ＋１年 訓練用仮義足作製、ソケットは四

辺形式キャッチピンによる懸垂、膝継手はオットー

ボック社の非電子制御式の単軸油圧膝 3R80+、足部

はオズール社のフレックスフットアシュアとした。 

２０ⅩⅩ＋３年 ＮＵ型ソケット、シールイン式に

よる懸垂 膝継手は電子制御式のオズール社のリオ

ニー、足部はオットーボック社のタレオアジャスト

とした。 

 

膝継手： 

1）3R80+ オットーボック社（非電子制御膝） 単

軸のロータリー式油圧制御膝継手 遊脚相は屈曲、

伸展の油圧抵抗を調整。立脚相のイールディング機

能は義足側に確実に荷重したときのみ発揮される。 

2）リオニー オズール社（電子制御膝）人工知能と

センサーが搭載されており、磁気粘性流体により膝

軸の回転運動に対し抵抗を発生させる。センサーに

よりどのような状態にあるのか判別し、立脚相の制

御から、スムースな遊脚相へ移行する制御を行う。 

 

Ｃ．研究結果 

 3R80+とリオニーの使用場面の比較  

屋外の作業が殆どで、建築資材の運搬など、両手作

業での義足移動が多い。 

3R80+は平坦な路面の歩行では、膝折れは起こりに

くいが、屋外での坂道や不整路面の歩行、不意に足

部を接地したときなど、義足への荷重が不十分なと

きに、膝折れが起こりやすかった。そのため主な運

搬作業については、他の従業員が行っていた。 

以上の問題からセンサーと人工知能機能により、

膝継手の自動制御を行う電子制御膝のリオニーに変

更することとなった。 

作業内容について 

実際の建築現場の作業内容としては、両手でブロ

ックなどを車に積み込む（図１）作業が多い。この

動作では、体幹を前屈し膝継手の屈曲抵抗を利用し

ながら中腰の姿勢になる。その他にも脚立に上り資

材を下す（図 2）、狭いスペースのところを横向き

で資材を運ぶ（図 3）などがあるが、不安定な場所

での作業や、小さい歩幅で横向きで移動し方向転換

を行うなど、不規則な動きが多くあった。リオニー

は、実際の不規則な動きのなかで、義足側に不意に

接地したときの膝折れを制御していた。またイール

ディング機能の屈曲抵抗により、健側の膝の遠心性

収縮に近い動きが可能となり、膝継手を屈曲しなが

らの荷重が増加し、健側への負担が軽減されていた。 

 

 
図 3 横向きでの運搬 



 

 

実生活のなかでも、階段をイールディング機能の

屈曲抵抗により左右交互に降段できるようになった。

これは仕事の環境の中でも階段を速く降段すること

につながった。 

 

Ｄ．考察 

 非電子制御膝の 3R80+から電子制御膝のリオニー

の比較では、仕事の屋外作業場面で、電子制御によ

るイールディング機能により、義足側を意識するこ

となく作業に集中できていた。膝折れの心配が減り、

義足に絶対的な安心を実感できたことで、作業動作

の精神的な制約がほぼ無くなったためと考えられる、

また、日常生活においても膝折れの不安が無くなっ

たことで、屋外の活動にも積極的になっているとの

感想が聞かれた。 

 

Ｅ. 結論 

イールディング機能を有する非電子制御膝継手は、

屋内歩行や、両手が自由な状態での歩行は可能であ

ったが、屋外での作業を伴う移動には電子制御膝継

手が有効であった。 

また義足のコントロールに気を取られることなく作

業が可能となったことで、全体的に作業時間の短縮

にも繋がったと思われる。 
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